
いで
熱
い
議
論

一つ
い
て
記
念
講
演
を

）た
。
の̈
公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ

ン
ョ
ン
で
は

「
日
本
の

本を
支
え
る
地
域
の
は

験̈
」
を
テ
ー
マ
に
、

澤́
安
良
氏
の
コ
ー
デ

ネ
ー
ト
に
よ
り
旅
行

（社
の
立
場
か
ら
Ｊ
Ｔ

首̈
都
圏
の
中
村
英
明

一、
沖
縄
の
体
験
型
観

一の
第

一
人
者
で
あ
る

繰̈
体
験
学
習
研
究
会

ラ
イ
カ
ナ
イ
の
加
蘭

宏̈
氏
、
南
信
州
観
光

（社
の
設
立
担
当
で
あ

た
長
野
県
飯
田
市
教

委̈
員
会
の
竹
前
雅
大

一、
地
元
受
け
入
れ
側

松
市
体
験
型
旅
行
協

一会
営
業
部
長
の
出
測

正
人
氏
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
実
践
し
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
か
ら
の
本
音
ト
ー
ク
に
聴

き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

第
４
部
の
夕
食
を
兼
ね
た
情

報
交
換
会
で
は
３
５
０
名
を
越

え
る
参
加
者
の
熱
い
思
い
が
寄

せ
ら
れ
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
参

加
者
す
べ
て
が
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

最
終
日
は
①
ほ
ん
も
の
体
験

が
も
た
ら
す
教
育
効
果
の
ム
域

連
携
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組
織

が
成
功
の
鍵
Ｏ
農
山
漁
村
振
興

と
過
疎
対
策
は
体
験
型
観
光
で

の
団
塊
の
世
代

へ
の
対
応
と
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
―
―

の
４
テ

ー
マ
で
、
現
場
で
の
実
践
体
験

談
を
基
に
熱
い
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
総
勢
６
０
０

名
近
く
も
の
参
加
が
あ
り
、
分

帰
路
に
就
く
参
加
者
の
満
足

し
た
表
情
を
見
て
我
々
主
催
者

側
も
安
堵
し
、
そ
し
て
達
成
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
の
開
催
地
、
沖
縄
で
は

さ
ら
に
発
展
し
た
姿
を
互
い
に

見
せ
合
い
た
い
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
参
加
者
お
よ
び
関

係
者
の
皆
様
方
に
対
し
心
か
ら

お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
の
開
設

で
３
地
域
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト

を
紹
介
し
、
特
産
品
も
販
売

す
る
。
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
狙
い

は
、
年
間
百
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
る
立
山
、
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
だ
け
で
な

く
、
立
山
連
峰
の
ふ
も
と
地

域
の
プ
ラ
ン
ド
化
を
図
リ
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
．

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
観
光

限
定
４
コ
ー
ス
を
設
定
。
Ｈ

Ｐ
で
コ
ー
ス
を
紹
介
し
、
予

約
を
受
け
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
特
産
品
の
ネ
ッ
ト
販
売

は
、
大
山
町
の

「
み
ょ
う
が

寿
し
」
や
立
山
町
の
天
然
水

「
美
女
の
舞
」
な
ど
の
約
２０

商
品
が
あ
り
、
今
後
特
産
品

の
種
類
を
増
や
し
て
い
く
予

定
。

神

戸
市
で
高
齢
者
や
障
害

者
た
め
の
観
光
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
る
押

″
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
こ
の
ほ
ど
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
東
京
都
江
東
区

に
あ
る
船

の
科
学
館

で

開

催
。
（
調
講
演
や
ブ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行

っ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
車
い
す

で
世
界
７０
ヵ
国
以
上
を
旅
し

た
、
木
島
英
登
氏
が

「
楽
し

い
旅
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に

語

っ
た
１
写
真
．
木
島
氏
は

旅
を
楽
し
む
秘
訣
と
し
て
、

①
同
で
も
や

っ
て
み
る
②
因

難
を
実
し
む
０
笑
顔
を
絶
や

さ
な
い
―
―
と
述
べ
た
。
「
旅

道
中
の
困
難
は
現
地
の
人
と

話
す
き

っ
か
け
と
な
る
」
と

い
う
逆
境
を
旅
の
楽
し
さ
に

結
び
つ
け
た
木
島
氏
の
エ
ビ

ツ
ー
ド
は
多
く
の
人
達
の
笑

い
を
誘

っ
た
。
最
後
に

「
ど

ん
な
人
で
も
や
り
た
い
こ
と

に
挑
戦
で
き
る
笑
顔
で
い
ら

カ
ー
ー
市
民
・企
業
・
行
政
の

新
し
い
関
係
」
を
テ
ー
マ
に

地
域
活
性
化
の
た
め
の
様
々

な
取
り
組
み
を
検
証
す
る
。

ま
た
、

「
地
方
と
都
市
間

で
の
移
住

・
交
流
」
と

「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
」
の
２
つ

の
視
点
か
ら
パ
ネ
ル
デ
´
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

「
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大

員
」
は
地
域
の
活
力
を
生
み

出
す
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
対

象
。
表
彰
式
で
は
全
国
か
ら

応
募
の
あ

っ
た
２
１
１
の
イ

一

ベ
ン
ト
か
ら
６
つ
の
イ
ベ
ン

一

卜
が
表
彰
を
受
け
る
。
昨
年

一 を
生
み
出
す
社

は
し
い
」
と
語

―
サ
ル
ツ
ー
リ

が
全
国
に
広
が

と
強
調
し
た
。

石
日

島
根
県
は
８

北
区
の
リ
ー
カ

テ
ル
大
阪
で
、

根
県
観
光
情
報

催
し
た
。
関
西

会
社
や
報
通
関

３
０
０
人
が
出

で
は
、
澄
田
信

知
事
が
、
山
界

見
込
ま
れ
る
石

や
、
３
月
１０
日

県
●
出
雲
古
代

江
開
府
４
０
０

ど
を
中
心
に
島

の
魅
力

を
ア
ビ

プ
レ
ゼ
ン
テ

は
、
島
根
県
立

物
館
に

つ
い
て

が
あ

っ
た
は
か

と
や
ま
』
の
創
り
方
」
を
富

中国
際
会
議
場

で
開
く
。

Ｖ
　
Ｔ
　
Ｔ
　
は
Ｖ

‐
ｓ

ｔ

（
訪
間
）
、
ｌ

ｎ
ｖ
ｅ

ジ
ャ
バ
ン

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
お
け
る
地
方
連
携
の
取
組

み
」
な
ど
の
後
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
を
行
う
。

参
加
費
は
無
料
。
定
員
１

５
０
人
．

申
し
込
み
先
は
ジ

ェ
ト

ロ

富
山
貿
易
情
報
セ

ン
タ

ー

（
壼
０
７
６
　
４
４
４

●
７

９
０
１
）
。

:V,,,,― ,``

畿 鑢 ■ 鰺 |

３
商
工
会
は
、
立
山
山
ろ

く
の
認
知
度
を
全
国
的
に
高

め
る
た
め
販
促
活
動
も
力
を

実
行
委
員
会
　
実
一

倉
田
友
路
）

¨
　

こ
の

に
取
り
組
む
人

代
で
執
筆
し
て

地
域
再
生
の

フ

ォ

ー

ラ

ム

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は

３
月
５
日
、
東
京
の
虎
ノ
門

パ
ス
ト
ラ
ル
で

「
地
域
再
生

実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
第
■

回

「
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大

賞
表
彰
式
」
を
開
く
．

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は

「
地
域

再
生
の
糸
口
を
探
る
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
。
議
演
で
は
、

山

口
義
行
立
教
大

教
授

が

「
地
域
を
再
生
さ
せ
る
現
場

は

「
小
樽
雪
あ
か
り
の
略
」

が
人
員
を
受
員
し
た
。

い
ず
れ
も
事
前
の
参
加
申

し
込
み
が
必
要
．
問
い
合
わ

せ
は
同
セ
ン
タ
ー

（
む
０３

５
２
０
２

●
６
１
３
７
）
。

立山
`

富山観;

富
山
県
商
工
連
合
会
と
立

山
町
、
上
市
町
、
人
山
町
（
現

富
山
市
）
の
３
商
工
会
は
連

携
し
て

、
立
山
山
ろ
く
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
す
る
目
的

で
観
光
振
興
と
特
産
品
の
販

路
拡
大
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
始

科
会
と
は
言

い
難

い
人
数
に

も
、
課
題
に
対
す
る
関
心
の

さ
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

と
う
０
さ
い
ま
し
た
。

（
第
４
回

験
フ
ォ
ー
ラ
ム

ー
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透
析
患
者
向
け
ツ
ア
ー
試
行

塁
薔
畿

福
祉
観
光
の
確
立
へ

伊
勢
鳥
羽
志
摩
交
流
フ
ロ

ン
ト

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催

で
、
人

工
透
析
が
必
要
な
人

を
対
象
に
し
た
モ
デ
ル
ツ
ア

ー
が
１
月
１６
日
か
ら
１８
日
ま

で
志
摩
市
で
実
施
さ
れ
た
。

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

や
高
齢
者
、
体
に
障
害
を
持

っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
安
心

し
て
観
光
を
満
喫
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
旅
先
で
も
透

析
を
受
け
ら
れ
る
観
光
ツ
ア

ー
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

モ
デ
ル
ツ
ア
ー
名
は
、
「
コ

コ
ロ
で
食
す
旅
プ
ラ
ン
」
。

「
自
然
と
人
の
匠
が
生
ん
だ

と
て
も
嬉
し
い
食
の
旅
」
が

テ
ー
マ
。
参
加
者
は
英
虞
湾

巡
り
や
海
女
小
屋
な
ど
を
観

光
し
て
、
志
摩
市
内
の
病
院

で
人
工
透
析
を
受
け
た
。

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

伊
勢
志
摩
地
域
の
観
光
関
係

者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
勢
志
摩

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン

タ
ー
や
宿
泊
業
や
旅
行
業
な

ど
の
７
企
業

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で

つ
く
る
事
業
参

加

共
同

体
。
経
済
産
業
省
の

「
健
康

サ
ー
ビ
ス
産
業
創
出
支
援
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
も
の
を

一

“
年
７
月
か
ら
受
け
、
福
祉

一
コ
ー
ス
設
定
し
て
催
行
す
る

の
で
は
な
く

、
参
加
者
の
要

望
を
生
か
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
型
で
随
時
、
申
し
込
み

が
あ
れ
ば
手
配
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
方
針
。


